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ょ
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■
左
京
・
右
京
か
ら
上
京
・
下
京
へ

京
都
に
は
現
在
の
行
政
区
と
は
別
に
、
上
・
下
と
い
う
二
つ
の
地
域

か
み

し
も

的
概
念
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
安
京
以
来
の
都
市
構
造
の
変
化

に
よ
っ
て
次
第
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

平
安
京
は
朱
雀
大
路
を
中
心
に
左
京
（
東
京
）
と
右
京
（
西
京
）
の

さ
き
ょ
う

う
き
ょ
う

町
が
左
右
対
称
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
土
地
が
湿
っ
て
住
居
に
不

適
当
だ
っ
た
右
京
は
早
く
衰
退
し
、
人
家
が
左
京
に
集
中
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
左
京
の
市
街
地
が
南
と
北
に
分
か
れ
る
よ
う
に
延
び
は
じ

め
、
そ
の
結
果
、
北
の
方
が
上
、
南
の
方
が
下
と
い
う
よ
う
に
、
左
京

か
み

し
も

の
町
を
二
分
す
る
地
理
概
念
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

平
安
末
期
に
は
新
た
に
上

辺
と
下

辺
（

今
昔
物
語
集

）
と
い

『

』

か
み
の
わ
た
り

し
も
の
わ
た
り

う
言
葉
が
生
ま
れ
、
鎌
倉
時
代
の
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
こ
ろ
に
は

「
上
下
町
中
」
の
語
が
文
献
に
見
え
始
め
ま
し
た
。
南
北
朝
時
代
に
は

上
京
や
下
京
と
い
う
語
も
次
第
に
使
わ
れ
、
十
五
世
紀
初
頭
に
は
上
辺

と
上
京
、
下
辺
と
下
京
が
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
四
）
に
は
、
上
京
や
下
京
に
町
の
自
衛

や
自
治
を
目
的
に
町
々
が
団
結
し
、
町
組
が
で
き
た
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。

■
中
世
以
降
の
上
京
と
下
京

永
禄
十
一
（
一
五
六
八
）
年
織
田
信
長
は
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
入
京

あ
し
か
が
よ
し
あ
き

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
上
京
の
景
観
は
「
上
の
都
は
、
日
本
全
国
の

都
に
し
て
、
甚
だ
富
み
た
る
人
居
住
し
、
日
本
に
於
い
て
用
ひ
ら
る

は
な
は

ゝ
絹
物
及
び
緞
子
は

悉

く
此

処
に
て
製
造
し
、
又
重
立
ち
た
る
人

ど
ん
す

こ
と
ご
と

こ
の
と
こ
ろ

お
も
だ

々
の
夫
人
に
し
て
最
も
高
貴
な
る
者
住
み
し
が
…

「
上
の
都
は
下
の

」

都
よ
り
大
な
る
こ
と
二
倍
な
る

（

耶
蘇
会
士
日
本
通
信

）
と
い
う

」
『

』

よ
う
に
、
御
所
が
あ
り
富
裕
の
者
が
集
ま
る
上
京
に
対
し
、
下
京
は
商

業
街
区
で
あ
り
民
衆
の
町
で
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
二
条
通
を
境
に
京
都
の
町
は
上
京
と
下
京
に
別
れ

て
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な
り
、
上
京
と
下
京
を
基
礎
と
し
て
行
政

区
の
上
京
区
・
下
京
区
が
生
ま
れ
、
の
ち
市
制
施
行
に
よ
り
京
都
市
上

京
区
と
下
京
区
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
上
京
区
・
下
京
区
の
う
ち
、
丸
太
町
以

南
四
条
通
以
北
に
中
京
区
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
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江
戸
時
代
後
期
の
古
地
図
に
見
る
上
京
と
下
京
。
中
央
部
に
引
い
た
横
線
（
本
シ
ー
ト
で
追
加
）
が
二
条

通
で
、
こ
の
通
り
を
境
に
上
京
と
下
京
に
分
か
れ
て
い
た
。
二
条
通
は
二
条
城
の
大
手
筋
で
、
こ
の
通
り

の
東
端
が
高
瀬
川
の
起
点
で
あ
る
。


